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宮城教育大学では、UD トークを 2014 年 11 月
















2017 年度に UD トークによる支援を実施した大








（ iPhone 6）を１台、音声入力用のハンドマイク 
(iRig Voice) を１本、編集入力ソフトウェア「UD ト
ーク for Windows」をインストールしたノート PC 
（Microsoft Surface Pro4 128GB） を 1 台、認識






本調査の対象者は、授業 3 科目の担当教員 3 名
（T1、T2、T3）、聴覚障害のある学生 1 名（DS）、健
聴学生 2 名（HS1、HS2）、修正者 2 名（S1、S2）、
コーディネーター3 名であった。DS の情報保障利
用経験は、手書きノートテイクとパソコンノートテイク
の両方とも 4 年 9 ヶ月であった。修正者の S1 は
手書きノートテイクの実践経験年数が 3 年 8 ヶ月、
パソコンノートテイクが約 1 年 9 ヶ月であり、S2 は手
書きノートテイクが 1 年、パソコンノートテイクが 2 年
10 ヶ月であった。表 1 に、各授業科目と対象者との
関係を示す。 
表１ 各授業科目と対象者との関係 
対象者 授業 A 授業 B 授業 C 
担当教員 3 名 T1 T2 T3 
聴覚障害学生 1 名 DS 
健聴学生 2 名 HS1、HS2 
修正者 2 名 S1・S2* S2 S1・S2 

























































































































ト ト リ 13
R ド 3
ソ ト（UDト ク for indows） 3
・ きる 3
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